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編

幅

に
な

著

奮

膚
病

尋
常
性
乾
癬
は
表
皮
細
胞
が
角
化

過
程
で
異
常
に
増
殖
す
る
角
化
異
常

症
で
、
皮
疹
は
極
め
て
特
徴
的
で
す
。

す
な
わ
ち
ま
わ
り

の
正
常
な
皮
膚
と

は
境
界
が
明
確
な
や
や
平
ら
に
盛
り

上
が
あ

■
紅
斑
の
表
面
に
綽
騨
銀
自

色
の
鱗
の
よ
う
な
も

の

（鱗
屑
と
い

う
）
を

つ
け
、
い
つ
も
乾
燥
し
て
い

て
、
水
疱
を
作

っ
た
り
た
だ
れ
た
り

し
ま
せ
ん
。
皮
疹
は
数
個
か
ら
数
百

個
ま
で
あ
り
、
滴
状

の
小
さ
い
も
の

か
ら
融
合
し
て
大
き
な
局
面
を
作
る

も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
、
身
体
の
何

処
に
で
も
出
ま
す
が
、
頭
部
、
四
肢

の
伸
側
の
肘
頭
や
膝
頭
、
仙
骨
部
、

外
陰
部
な
ど
に
多
発
し
ま
す
。
好
発

年
齢
は
３０
歳
か
ら
５０
歳
で
、
欧
米
人

に
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
わ
が
国
で
も
明
ら
か
に
増
加
傾

向
に
あ
り
、
１０
万
人
前
後
の
患
者
が

い
る
と
見
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お

病
因
は
不
明
な
点
が
多
く
良
く
分
か

っ

て
い
ま
せ
ん
。

治

療

は

ス
テ

ロ
イ
ド
外

用
薬

が

最
も
汎
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

治
療

に
抵
抗
す
る
例
も
多
く
、
ま
た

対
症
療
法
の
た
め
中
止
す
る
と
再
発

し
て
病
院
で
用
い
ら
れ
て
い
る

の
が

プ
バ
療
法

（Ｐ
Ｕ
Ｖ
Ａ

日
〓
Φ「”
づ
じ

で
す
。
す
な
わ
ち
紫
外
線
感
受
性
を

高
め
る
光
感
作
物
質

の
ソ
ラ
ー
レ
ン

電

一
毬
ｏ
『”
一Φい
）

を
外
用
薬

と
し
て

皮
疹
に
塗
布
す
る
か
内
服
さ
せ
、
長

波
長
紫
外
線

（Ｕ
Ｖ
Ａ
）
を
照
射
す

る
光
化
学
療
法
で
す
。
こ
の
治
療
法

に
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
合
成
抑
制
の
薬
理
作
用

が
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
、
尋
常
性

乾
癬
以
外
に
も
、
難
治
な
ア
ト
ピ
ー

誰
一仮
讀
み
ご
尋
常
性
自
斑
、
脱
毛
症
、

掌
鎌
膿
疱
症
な
ど
多
く
の
皮
膚
疾
患

に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
バ
療
法
と
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法

の
相
違
点
は
、
プ
バ
療
法
は
薬

の
副
作
用
の
関
係
で
決
め
ら
れ
た
方

式
で
病
院
で
行
わ
れ
る

の
に
対
し
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は
太
陽
光
線
の

全
有
効
波
長
を
利
用
す
る
自
然
療
法

で
す
か
ら
、
紫
外
線
の
吸
収
を
赤
外

線
が
助
け
、
薬
は
使
わ
な
い
の
で
副

作
用
は
な
く
、
皮
疹
が
改
善
す
る
ま

で
繰
り
返
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
皮
疹
が
改
善
し
た
後
に
も
治
療

を
続
け
る
こ
と
で
、
再
発
防
止
に
効

果
を
発
揮
し
ま
す
。

注

目
さ

れ
る
ビ
タ

ミ
ン

Ｄ
の
効

果

二
十
世
紀

の
初
頭
に
光

線
が
カ
ル
シ

ウ
ム
代
謝
調

節
因
子

の
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ
を

生
成
す
る

こ

と
が
同
定
さ

れ
ま
し
た
が
、　
一
九
八
〇
年
代
に
入

リ
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
に
は
細
胞

の
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
受
容
体
を
介
し
て
細
胞
分
化
を

誘
導
す
る
作
用
が
あ
り
、
こ
の
受
容

体
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
臓
器
に
存

在
す
る

こ
と
か
ら
、
細
胞
機
能
調
節

因
子
と
し
て
広
範
な
作
用
を
い
と
な

む
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
こ
の
観

点
か
ら
薬
と
し
て
の
有
用
性
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、
薬
と
し

て
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
調
節
作
用
の
強

い
で
ン
ミ

ン
Ｄ
を
過
剰
に
投
与
す
る

と
重
篤
な
副
作
用
を
呈
す
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
過
剰
症
を
起

こ
し
、
こ
の
副
作

用
に
先
行
し
て
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症

を
認
め
る
こ
と
か
ら
、
カ
ル
シ
ウ
ム

代
謝
調
節
因
子
と
し
て
の
作
用
が
弱

く
細
胞
分
化
誘
導
作
用
が
強
い
ビ
タ

ミ

ン
Ｄ
関
連
物
質
に
関
す
る
研
究
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

尋
常
性
乾
癬
で
は
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ

が
表
皮
細
胞
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
受
容
体

を
介
し
て
角
化
異
常
に
よ
る
細
胞

の

異
常
増
殖
を
抑
制
す
る
こ
と
か
ら
、

既
に
外
用
薬
と
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
代

謝
調
節
因
子
と
し
て
の
作
用
が
弱
い

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
関
連
物
質
が
用
い
ら
れ
、

治
療
効
果
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
で

生
体
が
必
要
と
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム
代

謝
調
節
因
子
と
し
て
の
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ

が
生
成
さ
れ
る
と
、
そ
の
後
は
カ
ル

シ
ウ
ム
代
謝
に
対
す
る
活
性
が
弱
い

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
関
連
物
質
が
生
成
さ
れ
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
過
剰
症
は
決
し
て
起

こ

さ
な
い
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
関
連
物
質
に
細
胞

分
化
誘
導
作
用
が
あ
る
可
能
性
は
示

唆
さ
れ
て
お
り
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療

法
の
尋
常
性
乾
癬
に
対
す
る
効
果
は
、

光
線
自
体
と
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
の
作
用
が

相
ま

っ
て
表
れ
る
と
考
え
る

べ
き
で

し
よ
う
。

を
繰
り

返

し

、

完
全
に

治
す

こ

と
が
難

し
い
皮

膚
病
で

す
。治

療
に
は
日
光
浴
が
良
い

古
代
エ
ジ
プ
ト
医
学
、
古
代
イ
ン

ド
の
ア
ー
ユ
ル
ベ
ー
ダ
の
時
代
か
ら
、

可
能
な
限
り
日
光
を
浴
び
て
皮
膚
が

褐
色
に
な
る
ま
で
日
焼
け
す
る
と
皮

疹
が
改
善
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お

り
、
紫
外
線
に
対
す
る
感
受
性
を
高

め
る
た
め
に
レ
モ
ン
、
ラ
イ
ム
な
ど

の
果
実
を
用
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
治
療
手
技
を
応
用

尋
常
性
乾
癬
に
対
す
る
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
効
果

―
現
代
医
学
の
治
療
法
と
の
対
比
―

サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会

サ
ナ
モ
ア
中
央
診
療
所

医
学
博
士

宇
都
宮
　
光
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症  例 :53歳、女性。
主  訴 :両側 の上 腕 か ら体 幹 、 両 側 大 腿 にか

けて の湿疹。

既往歴 :薬疹 (抗生剤 、抗 結核薬 、風邪薬 な ど )
起 始 。経 過 :約 10日前 頃 、 有 上 腕 、 腹 部 、 背

部 に虫 刺 され の よ うな小 さ な湿 疹 を

数 か所 認 め た た め、 近 医皮 膚 科 を受

診 。 そ こで 、 ア ンダ ー ム軟 膏 とパ ス

タ ロ ンロー シ ョンを処方 され た た め、

前 者 を点 在 す る湿 疹 に、 後 者 を広 い

範 囲で 塗 り始 め た と ころ 、 数 日後 か

ら、 塗 布 した音Б位 を 中心 と して 、 皮

膚 は発 赤 しか ゆみ を伴 い、 徐 々 に表

皮 が剥 離 し、滲 出液 が 漏 出 して きた。

軟 膏 の塗 布 を 中止 して 様 子 を 見 て い

た が 、 湿 疹 の範 囲が 拡 大 して しきた

た め来 院 した。

治  療 :①側 臥位 にて 30分、 4灯照射 。
前朝匈音S(AB)、  〒当音S(AB)、  ~下月夏
音5から大腿 内倶」(AB)、 足裏  (AB)。

②仰 臥位 にて 30分、 2灯照 射。
有 腋 富 か ら前 胸 音6(AB)、 左 側 腹
音Б (AB)。

経  過 :在宅で の光線療 法 を毎 日続 けなが ら、
1日 お き に全 身 照 射 を 開始 した。 初

回治療 の翌 日か ら、表 皮 は剥 離 して 、

新 しい皮 膚 が再 生 され 始 め、 3回 目
頃か ら滲 出液 もみ られ ず か ゆみ も消

失 し、 6回の治療で ほぼ軽快 した。

病
気
の
解
説

接
触
性
皮
膚
炎
は
、
外
来
性

の
物

質

（化
学
物
質
や
天
然
タ

ン
パ
ク
ア

レ
ル
ゲ

ン
な
ど
）
が
、
皮
膚
に
接
触

す
る

こ
と
に
よ

っ
て
発
症
す
る
皮
膚

の
炎
症
性
疾
患
で
す
が
、
皮
膚
の
病

気

の
な
か
で
も
頻
度

の
高
い
疾
患
で

す
。
そ

の
発
症
機
序
に
お
い
て
、
接

触
性
皮
膚
炎
は
、
免
疫
関
与
の
有
無
、

即
時
型
か
遅
延
型
か
、
あ
る
い
は
光

の
関
与
の
有
無
に
よ

っ
て
六

つ
の
夕

イ
プ
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
本
症
例

は
、
皮
膚
に
接
触
し
た
軟
一言
と

ロ
ー

シ

ョ
ン
が
生
体

の
免
疫
機
構
を
介
し

て
間
接
的
に
組
織
を
傷
害
す
る
ア
レ

ル
ギ
ー
性
接
触
皮
膚
炎
に
該
当
し
ま

す
。　
一
般
に
、
接
触
性
皮
膚
炎

の
病

変
は
、
原
因
物
質
が
接
触
し
た
部
位

に
限
局
し
て
生
じ
る
た
め
、
主
婦
手

湿
疹

の
よ
う
に
合
成
洗
剤
が
原
因
と

な
る
場
合
に
は
両
側
手
背
に
見
ら
れ

ま
す
が
、
接
触
し
た
部
位
を
越
え
て

皮
疹
が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
注
意
が

必
要
で
す
。
よ

っ
て
接
触
性
皮
膚
炎

が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
、
い

つ
、
ど

の
部
位
か
ら
等

の
発
症
状
況
、
既
往

歴
、
生
活
環
境
、
職
業
な
ど
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

参
考
の
た
め
に
、
皮
疹
の
部
位
と

主
な
接
触
源
に
つ
い
て
列
挙
し
ま
す

が
、
私
達
の
日
常
生
活
に
関
係
す
る

あ
ら
ゆ
る
も

の
が
原
因
と
な
り
う
る

こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

被
髪
頭
部

（染
毛
剤
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、

帽
子
）
、
顔
面

（化
粧
水
、
ク
リ
ー

ム
、
サ

ン
ス
ク
リ
ー

ン
剤
）
、

口
唇

（
口
紅
、
リ

ッ
プ
ク
リ
ー
ム
）
、
口
腔

粘
膜

（歯
科
金
属
）
、

耳

（イ
ヤ
リ

ン
グ
、
補
聴
器
）
、
頸
部

（ネ

ッ
ク

レ
ス
）
、
体
幹

（食
物
、
衣
類
、
ボ

デ
ィ
ー
ソ
ー
プ
）
、
臀
部

（お
む

つ
、

便
座
、
外
用
薬
）
、
前
腕

（時
計
、

腕
輪
、
植
物
）
、
手

（洗
剤
、
手
袋
、

植
物
、
土
、

マ
ニ
キ

ュ
ア
）
、
下
肢

（衣
類
、
靴
下
止
め
、
ス
ト

ッ
キ
ン

グ
）
。

病
気
と
光
線
療
法

本
症
例
で
は
、
皮
膚
科
で
処
方
さ

れ
た
塗
布
薬
が
皮
膚
炎
を
引
き
起

こ

し
た
わ
け
で
す
か
ら
、
治
療

の
基
本

は
薬
物
の
中
止
と
な
り
ま
す
。　
一
般

に
、
薬
が
原
因
と
は
考
え
に
く
い
の

が
普
通
で
す
が
、
即
座
に
中
止
し
、

そ

の
後
何
も
塗
ら
ず
に
光
線
療
法

の

み
で
治
療
し
た
こ
と
が
早
い
治
癒
に

結
び

つ
き
ま
し
た
。
光
線
療
法
は
皮

膚
で
起
こ

っ
て
い
る
炎
症
反
応
に
対

し
て
、
消
炎
効
果
を
発
揮
す
る
と
と

も
に
、
痒
み
を
抑
え
、
表
皮

の
剥
離

を
促
進
し
、
剥
れ
た
後
の
皮
膚
の
再

生
に
関
与
し
ま
す
。
さ
ら
に
健
康
な

皮
膚
を
保
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
皮
膚
病

の
予
防
に
対
し
て
も
光
線
浴
は
有
効

で
す
か
ら
、
普
段
か
ら
光
線
療
法
を

行
い
、
皮
膚
を
鍛
え
る
よ
う
努
め
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。
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第
七
期
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
養
成
講
座

の
お
知
ら
せ

第
七
期
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
養

成
講
座
を
、
十
月
に
東
京
に
て
開
講

し
ま
す
。
光
線
治
療
院
の
開
業
を
検

討
さ
れ
て
い
る
方
や
サ
ナ
モ
ア
光
線

開 講 日 程

連絡先 サナモア光線治療院
TEL 03-5759-3710

療
法
に

つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
お
考

え
の
方
は
、
是
非
、
「
」
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
十
一
回
「光

と
熱

研
究

会
」
の

お
知

ら

せ

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

¨
十
月
十
九
日
０
午
後
二
時

場
所

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

10月 26日 (土)午前10時～午後 5時

10月 27日 (日 )午前10時～午後 5時

10月 28日 (月 )午前10時～午後 5時

一
治
一／
療
一／
一院
一／
一紹
一／
一介
●

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
新
規
に
光

線
治
療
院
を
開
業
さ
れ
た
先
生
方
や
、

既
に
開
業
さ
れ
て
ご
活
躍
中

の
先
生

方
を
紹
介
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

森̈
力
一イ
コ
痛
術
院
■
写
真
上
）

（平
成
十
四
年

二
月
十

一
日
開
院
）

電
話

¨
〇
七
四
五
‐
七
八
‐
五
三
二
六

住
所

¨
奈
良
県
北
葛
城
郡
上
牧
町
服

部
台

一
―
五
―

一

一父
通

¨
Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
下
車
バ
ス
十
五
分

院
長

一
森
徹
郎
先
生

一
言

一
以
前
か
ら
光
線
療
法

の
普
及

に
尽
力
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
こ
の
地
に
移
り
、

心
機

一
転
、
開
院
致
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
培

っ
た
経
験

か
ら
、
身
体

の
内
面
に
働
き

自
然
治
癒
力
を
高
め
る
光
線

療
法
は
、
現
代
医
療
で
解
決

困
難
な
疾
患
に
対
し
唯

一
有

効
な
手
段
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様

の
ご
期
待
に
添
う
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
御
支

援

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

た̈
い
よ
う
業
線
治
療
院
共
写
真
下
）

（平
成
十

四
年
六
月

一
日
開
院
）

電
話

一
３
九
七
十
五
三
二
‐

一
一
七
〇

住
所

一
大
分
市
金
池
町
二
―
七
―
二

一

パ
ー
ク
サ
イ
ド
人
分
駅
ま
え

八
〇
二

交
通

一
Ｊ
Ｒ
大
分
駅
前
徒
歩

三
分

森
徹
郎
先
生
（左
下
）
と
治
療
室

太
田
幸
作
先
生

院
長

¨
大
田
幸
作
先
生

一
言

一
地
元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

取
材
を
受
け
、　
一
時
間
番
組

と
し
て
、　
一
週
間
連
続
し
て

放
送
し
て
頂
い
た
の
で
す
が
、

反
響

の
大
き
さ
に
驚

い
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら

一
人
で
も

多
く
の
方

の
健
康
増
進
に
お

役
に
立

つ
よ
う
が
ん
ば
る
所

存
で
お
り
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
も

二
周
年

一
昨
年
九
月
に
開
院
し
た
治

療
院
も
、
無
事
、
二
周
年
を
迎

え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ

の
間
、
多
く
の
方
に
ル
ー

フ
式

マ
ル
チ

・
ア
ー
ク
療
法
に
よ
る

全
身
治
療
を
施
行
し
て
、
好
評

を
得
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、

開
院

二
周
年
を
記
念
致
し
ま
し

て
、
初
診

の
方
に
限
り
、
治
療

費
半
額

（２５００
円
）
に
て
体
験
し

て
頂
く
こ
と
と
致
し
ま
す
。

（お

一
人
様
四
回
ま
で
）

期
間
は
平
成

１４
年
１２
月
２７
日
０

ま
で
で
す
が
、
｝
」
れ
を
機

に
、
是

非

一
度
、
ル
ー
フ
式

マ
ル
チ
・ア
ー

ク
療
法
を

ご
体
験
く
だ
さ

い
。

（予
約
制
）
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□
□
□
□
□

慢
性
腎
不
全
で
医
師
に

人
工
透
析
を
勧
め
ら
れ
た
が

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

ン
を
交
互
に
用
い
る
こ
と
、
体
調
を

み
な
が
ら
、
毎
日
二
回
は
照
射
す
る

こ
と
を
指
示
し
た
。　
一
週
間
後
に
来

所
し
た
時
に
は
、
尿
の
出
が
良
く
な

り
、
尿
量
も
増
え
、
夜
間
就
寝
時
の

尿
の
回
数
が
減

っ
た
と
の
報
告
を
受

け
、　
一
か
月
後

の
連
絡
で
は
、
食
欲

も
改
善
し
顔
色
も
良
好
と
な
り
、
以

前

の
よ

う
な
疲

れ

は
感

じ
な

く
な

っ
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に

治
療
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
三
か
月
後

の
病
院
で
の
血
液
検
査
で
は
、
デ
ー

タ
は
正
常
範
囲
に
近
づ
き
、
も
う
大

丈
夫
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
た
が
本
人
は

毎
日
の
生
活
に
気
を
配
り
な
が
ら
、

光
線
療
法
を
日
課
と
し
て
励
ん
で
い

る
。

（丁
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
八
―
三
三
二
―

一
二
五
八
）

症
例
　
４５
歳
　
男
性
　
自
営
業

症
状
　
２
年
程
前
か
ら
疲
れ
や
す
く

な

っ
て
い
た
が
、
最
近
、
顔
色
不
良

で
食
欲
も
低
下
し
て
き
た
た
め
近
医

を
受
診
。
そ
こ
で
腎
機
能

の
低
下
を

指
摘
さ
れ
人
工
透
析
療
法
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。
こ
の
た

め
違
う
病
院
を
受
診
し
、
セ
カ
ン
ド

・

オ
ピ

ニ
オ

ン
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
現

状
で
は
今
直
ぐ
に
人
工
透
析
療
法
を

受
け
る
必
要
は
な
く
、
し
ば
ら
く
、

薬
物
療
法
と
食
事
療
法
で
や

っ
て
み

ま
し
ょ
う
と
説
明
さ
れ
た
。
こ
の
時
、

偶
然
に
も
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
で
あ
る

先
輩
か
ら
光
線
療
法
を
勧
め
ら
れ
来

所
し
た
。

療
法
経
過
　
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
で
腰
部

１０
分
、
腹
部
２０
分
、
足
裏
１０
分
、
膝

１０
分
照
射
後
、
集
光
器
を
使
用
し
て
、

喉
１０
分
、
後
頭
部
１０
分
を
そ
れ
ぞ
れ

照
射
し
た
。
翌
日
か
ら
、
借
り
た
光

線
治
療
器
で
自
宅
治
療
を
開
始
し
た
。

こ
の
際
、
カ
ー
ボ

ン
の
組
み
合
わ
せ

は
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
と
Ａ
Ｄ
カ
ー
ボ

□
回
回
□
固

悪
性
黒
色
腫
の
術
後
縫
合
不
全
が

き
れ
い
に
治

っ
た

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
氏
報
告

症
例
　
８０
歳
　
女
性

症
状
　
足
裏
に
で
き
た
悪
性
黒
色
腫

を
切
除
し
た
が
、
術
後

の
経
過
が
良

好
で
な
く
、
傷
が
な
か
な
か
塞
が
ら

ず
、
ジ
ク
ジ
ク
し
た
状
態
が
続
き
、

歩
行
に
も
支
障
を
き
た
す
程
で
あ

っ

た
。
病
院
で
も
お
手
上
げ
の
状
態
で

あ

っ
た
た
め
、
知
人
に
光
線
療
法
を

紹
介
さ
れ
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
当
初
か
ら
自
宅
で
の
治

療
を
希
望
し
て
い
た
た
め
、
光
線
治

療
器
を
購
入
さ
れ
て
在
宅
治
療
を
開

始
し
た
。
カ
ー
ボ

ン
は
、
Ａ
Ｄ
、
Ｂ

Ｄ
、
Ｄ
Ｄ
を
使
用
し
、
患
部
の
足
一果
を

３０
分
以
上
照
射
し
、
気
持
ち
良
け
れ

ば
少
し
で
も
長
時
間
照
射
す
る
よ
う

説
明
し
、
さ
ら
に
基
本
照
射
は
、
各
々

１０
分
程
度
か
ら
始
め
て
、
肌
が
光
線

に
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
徐
々
に

時
間
を
長
く
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

さ
ら
に
高
齢
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し

て
、
治
療
の
前
後
に
必
ず
水
分
を
摂

取
す
る
よ
う
指
示
を
加
え
た
。
数
か

月
後
に
足
裏

の
患
部
も
か
ら
か
ら
に

乾
い
た
状
態
で
、
歩
行
も
可
能
と
な

り
、
光
線
療
法
を
行
う
の
を
毎
日
楽

し
み
に
し
て
い
る
と
の
連
絡
を
受
け
、

さ
ら
に
、
そ
れ
か
ら
数
か
月
後
に
は
、

再
発
す
る
こ
と
も
な
く
完
治
し
た
と

報
告
を
受
け
た
。

↑ＥＬ　Ｏ九二Λ】〔一‐‐一̈
一動）

国
内
炎
、
外
陰
部
演
瘍
、
膝
関
節
炎

等

の
症
状
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
際
、
偶
然
に
も
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
で

（５
ペ
ー
ジ

ヘ
つ
づ
く
）

□
□
回
□
□

ベ
ー
チ

ェ
ッ
ト
病
に

対
す
る
光
線
療
法

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院
海
渡

　

一
一
〓
一氏
報
告

症
例
　
５９
歳
　
女
性
　
パ
ー
ト

症
状
　
以
前
か
ら
ベ
ー
チ

ェ
ッ
ト
病

と
診
断
さ
れ
、
通
院
治
療
を
受
け
て

い
た
が
、
病
状
が
思
わ
し
く
な
く
、
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（４
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く
）

あ
る
友
人
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
光
線

療
法
の
存
在
を
知
り
、
治
療
目
的
に

て
来
所
し
た
が
、
初
回
治
療
で
と
て

も
気
持
ち
良
く
感
じ
、
光
線
治
療
器

を
購
入
し
自
宅
治
療
を
併
用
で
行
う

こ
と
と
な

っ
た
。

療
法
経
過
　
最
初
は
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン

を
使
用
し
、
顔
面
５
分
、
国
の
中
１０

分
、
大
臀
筋
１５
分
、
腰
部
１５
分
、
膝

・５
分
を
４
灯
で
同
時
照
射
。
次
に
側

臥
位
に
て
、
下
腹
部
３０
分
、
足
一異
３０

分
、
後
頭
部
１０
分
照
射
。
さ
ら
に
仰

臥
位
と
し
て
か
ら
、
左
耳
か
ら
左
頸

部
１０
分
、
有
側
腹
部
１０
分
、
左
膝
側

面
１０
分
を
照
射
後
、
有
耳
か
ら
有
頸

部
１０
分
、
左
側
腹
部
１０
分
、
有
膝
側

面
１０
分
の
同
時
照
射
を
行

っ
た
。
自

宅
で
の
治
療
は
、
１
日
２
回
行

っ
て

も
良

い
と
指
示
し
た
が
、
治
療
に
は

時
間
を
要
し
根
気
が
必
要
で
あ
る
と

説
明
し
た
。
現
在
、
当
院
で
の
治
療

と
在
宅
治
療
を
併
せ
て
行

っ
て
い
る

が
、
症
状
は
徐
々
に
安
定
し
て
お
り

継
続
治
療
中
で
あ
る
。

（丁
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
四
―
七
二
二
―
五
〇
六
七
）

□
□
回
□
□

撓
儀
神
経
麻
痺
が
驚
く
ほ
ど
早
く
軽
快

奈
良
県
　
森
カ
イ
ロ
療
術
院

症
例
　
５０
歳
　
男
性
　
会
社
員

症
状
　
会
社
か
ら
の
帰
宅
途
中
、
車

内
で
頬
杖
を

つ
い
て
居
眠
り
を
し
、

目
覚
め
た
時
に
左
手
に
力
が
入
ら
な

い
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
手
首
を
背

屈
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ず
、
茶
碗
も

も
て
な
い
、
ボ
タ

ン
も
か
け
ら
れ
な

い
状
態
で
あ

っ
た
た
め
、
医
師

の
診

察
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
圧
迫

に
よ
る

撓
骨
神
経
の
損
傷
で
、
棧
骨
神
経
麻

痺
と
診
断
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
脱
髄

森
　
徹
郎
氏
報
告

し
た
神
経
の
再
生
速
度
は
１
日
に
約

ｌ

ｍｍ
で
あ
り
、
治
る
ま
で
に
３
か
月

以
上
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
説
明

さ
れ
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
の
服
用
、
リ

ハ

ビ
リ
治
療
を
受
け
る
よ
う
指
示
さ
れ

た
が
、
光
線
療
法
で
治
し
た
い
と
来

所
し
た
。

療
法
経
過
　
最
初
に
石
側
臥
位
に
て
、

左
肩
関
節
周
囲
か
ら
上
腕
に
か
け
て

前
後
か
ら
は
さ
み
こ
む
よ
う
に
照
射

（
Ｂ
Ｂ
）
。
こ
の
時
、
後
頭
部

（
Ａ

Ｂ
）
、
腰

（
Ｂ
Ｄ
）
、
足
裏

（
Ａ
Ｂ
）

を
同
時
に
３５
分
照
射
し
た
。
２
日
お

き
に
治
療
を
行
い
、
３
回
目
の
治
療

か

ら

、

肩
か

ら
上

腕

へ
の
照
射

は

Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
に
変
更
し
た
。
徐
々

に
指
先
の
神
経
に
感
覚
が
戻
り
始
め
、

４
回
終
了
時
に
は
手
首
の
背
屈
が
少

し
可
能
と
な

っ
た
。
治
療
開
始
４
週

目
で
は
、
第
２
、
３
指

の
伸
展
が
可

能
と
な
り
、
５
週
目
で
手
首
の
背
屈

が
、
６
週
目
で
は
全
指

の
伸
展
と
力

を
入
れ
る

こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。

に
２０
分
照
射
し
た
。
２
回
目
の
治
療

施
行
後
、
症
状
は
軽
く
な

っ
た
が
、

ま
だ
ま
だ
ラ

ッ
シ

ュ
時
間
帯
で
の
通

勤
に
は
支
障
が
あ
る
と
報
告
。
５
回

治
療
終
了
時
点
で
、
痛
み
も
ほ
ぼ
感

じ
な
く
な
り
、
元
気
に
通
勤
が
可
能

と
な
り
、
仕
事
に
復
帰
す
る

こ
と
が

で
き
た
。

（Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
二
四
―
二
三
―
七
二
二
三
）

自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み

で
６０

分
ま
で
設
定

で
き
、
時
間
に
合
わ

せ
て
ジ

ョ
イ

ン
ト
で
き
る
サ
ナ
モ

ア
カ
ー
ボ

ン
を

つ
な
い
で
お
け
ば
、

自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定

し
た
光
線
を
放
射
し
ま
す
。

な
お
は

つ
ら

つ
さ
ん

ご
使
用

の

際
に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ

ョ
イ
ン

ト
カ

ー
ボ

ン
以
外

の
カ

ー
ボ

ン
は

絶
対

に
使
用
し
な

い
で
下
さ

い
。

使
用
上

の
注
意
は
、
「
は

つ
ら

つ
さ

ん
取
扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

□
□
回
□
□

腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
し

即
効
性
効
果
を
認
め
た

西
東
京
市
　
ひ
ば
リ
ケ
丘
治
療
院
野
島
　
豊
子
氏
報
告

症
例
　
４０
歳
　
男
性
　
調
理
師

症
状
　
一ハ
か
月
程
前
か
ら
、
腰
上
部

に
激
し
い
痛
み
と
時
々
左
右
の
臀
部

に
は
じ
る
痛
み
を
自
覚
。
仕
事
が
立

ち
仕
事
で
あ
る
こ
と
と
、
新
座
市
か

ら
渋
谷
ま
で
の
通
勤
の
負
担
が
と
く

に

つ
ら
か

っ
た
た
め
、
近
医
整
形
外

科
を
受
診
し
た
。
そ
こ
で
、
腰
椎
椎

間
板

ヘ
ル

ニ
ア
と
診
断
さ
れ
、
鎮
痛

剤
と
筋
弛
緩
剤
の
内
服
で
様
子
を
み

る
よ
う
に
説
明
を
受
け
た
が
、　
一
向

に
症
状
が
改
善
し
な
い
た
め
、
治
療

目
的
に
て
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
左
側
臥
位
に
て
５
灯
照

射
、
４５
分
施
行
。
腰
部

（
Ｂ
Ｂ
）
、

腹
部

（
Ａ
Ｂ
）
、
膝

（
Ｂ
Ｂ
）
、
ふ

く
ら
は
ぎ

（Ｂ
Ｂ
）
、
星
異

（Ａ
Ｂ
）
。

さ
ら
に
、
座
位
に
て
腰
部

（
Ｂ
Ｂ
）

サ
ナ

モ
ア
は
カ
ー
ボ

ン
の
芯
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る

こ
と
で
最
も

効
果

の
あ
る

ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か

ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る

正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式

の
サ
ナ
モ
ア
７
号

器

・
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強

で
切
れ
、
長
時
間

の
照
射

に

は

ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

さ

ら

に
治
療

を
続

け

た

と

こ
ろ

、

８
週
目
に
は
ほ
ぼ
完
治

の
状
態
と
な

り
、
治
癒
ま
で
に
要
し
た
期
間
は
、
当

初
の
医
師
の
予
測
を
大
幅
に
短
縮
す
る

結
果
と
な
り
、
患
薯
「
も
驚
か
れ
て
い
た
。

（丁
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
四
五
―
七
八
―
五
三
二
六
）
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サ
ナ
モ
ア
は

私
の
大
切
な
宝
物

印
椿
郡
　
池
〇
清
〇
様

私
は
６６
歳

の
女
性
で
す
。
３０
歳
の

時
に
胃
潰
瘍
を
患
い
、
サ
ナ
モ
ア
と

出
会
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
３６
年
、

サ
ナ
モ
ア
は
私
の
宝
物
に
な
り
ま
し

た
。
で
も
勝
手
な
も
の
で
、
胃
が
す

っ

か
り
良
く
な
り
、
１
年
も
押
し
入
れ

に
眠

っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

時
々
、
思
い
出
し
た
よ
う
に
、
骨
折

し
た
時
、
腰
痛

の
時
な
ど
に
使

っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
サ
ナ
モ
ア
は
、

一
度
だ
け
修
理
を
お
願
い
し
ま
し
た

が
、
元
気
で
健
在
で
し
た
。
最
近

コ

レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
が
高
い
と
言
わ
れ

た
の
で
、
こ
の
二
か
月
間
、
毎
日
か

け
た
と
こ
ろ
、
お
か
げ
さ
ま
で
、

コ

レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
は
正
常

に
戻
り
ま

し
た
。
サ
ナ
モ
ア
は
自
分
の
好
き
な

時
に
使
え
る

の
で
、
本
当
に
便
利
で

重
宝
し
て
い
ま
す
。

や
け
ど
に
光
線
が

効
い
て
び

っ
く
り

柏

市

　

村

○

フ
○

様

て
ん
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
時
の
こ

と
で
す
が
、
油
が
は
ね
て
中
指
、
薬

指
と
指
の
間
に
や
け
ど
を
し
ま
し
た
。

普
通
や
け
ど
は
冷
や
す
も
の
と
信
じ

て
い
ま
し
た
か
ら
、
最
初
、
光
線
を

か
け
る
の
を
た
め
ら

っ
た
の
で
す
が
、

思
い
切

っ
て
、
１０
分
ず

つ
３
回
続
け

て
か
け
ま
し
た
。
１
回
目
、
２
回
目

か
け
て
い
る
時
は
相
当
に
痛
か

っ
た

の
で
す
が
、
３
回
目
が
終
わ

っ
た
時

に
は
、
痛
み
が
ス
ー

ッ
と
消
え
て
楽

に
な
り
ま
し
た
ｃ
後
は
水
庖
も
で
き

ず
１
週
間
後
く
ら
い
に
、
皮
が
は
が

れ
て
完
治
し
ま
し
た
。
今
回
の
経
験

で
、
さ
ら
に
サ
ナ
モ
ア
光
線
の
力
を

実
感

い
た
し
ま
し
た
。

健
康
維
持
に
は

サ
ナ
モ
ア
が

欠
か
せ
な
い

阿
蘇
郡
　
中
○
け
○
子
様

７３
歳
に
な
り
ま
す
。
十
数
年
来
、

サ
ナ
モ
ア
で
健
康
を
維
持
し
て
き
ま

し
た
。
特
に
痛
む
個
所
は
な
い
の
で
、

腹
部
、
腰
部
、
足
裏
を
中
心
に
Ａ
Ｂ

カ
ー
ボ

ン
で
照
射
し
て
い
ま
す
。
た

だ

三
年
程
前
に
老
人
性
自
内
障

の
手

術
を
し
て
か
ら
、
後
頭
部
に
も
照
射

を
加
え
て
い
ま
す
が
、
と
て
も
調
子

は
良
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

「
健
康
と
光
線
」
を
読
ん
で
、
健
康

維
持

の
た
め
に
光
線
療
法
を
続
け
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

一
”
を
体
験
し
た
体
験
記
ほ
ど
説
得

一

サすモ7 :

劣瘍
…

＋
′
た
し
ま
す
。

斗
ソ
　

な
お
掲
載
さ
せ
て
頂
い
た
方

に
は
、
薄
謝
を
贈
呈
致
し
ま
す
ｃ

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
止
し
ま
す
。
）


